
1

特許情報分析を用いた
効率的な発明支援法

楠浦崇央（TechnoProducer）
秋好直樹（TechnoProducer）
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「発明」というと、多くの人は「必死でゼロから考えて、
運良く思いついたもの」と考える。しかし実は、多くの発
明は「既存の技術の組み合わせ」である。ただ、単なる
組み合わせでは特許として認められるような独創的な発
明にはならない。そこには「新結合」（異分野技術の結
合）が必要である

概要概要

合）が必要である。

我々は、この「新結合」＝異分野技術の結合に着目し、
特許情報分析を活用することで、「強制的に」「効率良く」
発明を生み出す手法を開発している。

これは、一言でいうと「異分野の知」「過去の知」の活用
による、「新たな知」の創出である。
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・・ 課題解決ツリーによる情報整理と発想支援課題解決ツリーによる情報整理と発想支援

・・ アイデア創出の要素アイデア創出の要素

・・ 特許情報分析による異分野の「知」の利用特許情報分析による異分野の「知」の利用

項目項目
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ナノインプリント技術ナノインプリント技術

ナノレベルナノレベルの凹凸のあるの凹凸のある「型」（テンプレート）「型」（テンプレート）を、被加工を、被加工
材料に押し付けて材料に押し付けて成型成型する微細加工技術する微細加工技術

ナノインプリント技術の開発を担当することになりました。ナノインプリント技術の開発を担当することになりました。
大テーマは「離型性の向上」を考えている。大テーマは「離型性の向上」を考えている。

どのような「アイデア」がありうるか。どのような「アイデア」がありうるか。 4

課題解決ツリーによる発想支援

•• 特許（リスト）を査読し、内容（課題解決）を把握する。特許（リスト）を査読し、内容（課題解決）を把握する。

•• 上位概念上位概念で括って、課題解決を構造化（ツリー化）で括って、課題解決を構造化（ツリー化）
する。する。

•• 後述のいくつかの「発想手法」により、後述のいくつかの「発想手法」により、強制発想強制発想でで後述 く 発想手法」 より、後述 く 発想手法」 より、強制発想強制発想
新規な新規なサブテーマ、具体的手法（アイデア）を生みサブテーマ、具体的手法（アイデア）を生み
出す。出す。

「なんのために」と「どうやって」が「なんのために」と「どうやって」がKeyKey
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既存技術分析：「離型」技術公報の例

型の表面に酸化処理、型の表面に酸化処理、
フッ素処理を施す。フッ素処理を施す。

離型性を持たせるために、離型性を持たせるために、
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ツリー化してみる。

離型性

フッ素樹脂
コート

離型性の
向上

コ ト

？

整理しづらい整理しづらい 7

さらにツリー化してみる。

？

フッ素樹脂コー
ト（特開ABB)

特許情報＝解決策

上位概念（=サブテーマ）

課題（=テーマ）

離型性の

向上

？

？ ？

「何のために？」と考える。「何のために？」と考える。 8

さらに。

表面エネルギー
の小さな型

フッ素樹脂コー
ト（特開ABB)

特許情報＝解決策

上位概念（=サブテーマ）

課題（=テーマ）

離型性の

向上

の小さな型

？

？ ？

「何のために？」と考える。「何のために？」と考える。 9

さらに。

表面エネルギー
の小さな型

フッ素樹脂コー
ト（特開ABB)

特許情報＝解決策

上位概念（=サブテーマ）

課題（=テーマ）

離型性の

向上

の小さな型

？

？ ？

「どうやって？」と考える。「どうやって？」と考える。 10

アイデア創出の「難所」

表面エネルギー
の小さな型

フッ素樹脂コー
ト（特開xxxxxx)

特許情報＝解決策

上位概念（=サブテーマ）

課題（=テーマ）

離型性の

向上

の小さな型

？

？ ？

空白を埋める作業はなかなか難しい。空白を埋める作業はなかなか難しい。11

課題解決の構造化から
「アイデア創出」へ

•• 既存の情報（特許情報）から出発すれば、ツ既存の情報（特許情報）から出発すれば、ツ
リーは作成できる。リーは作成できる。

•• 課題解決の構造化。課題解決の構造化。

•• しかし、そこから新しい解決策を生み出すのはしかし、そこから新しい解決策を生み出すのは
難しい。（アイデア創出）難しい。（アイデア創出）

•• 思いつき勝負？思いつき勝負？

そんなことはありません。そんなことはありません。
アイデア創出のための道具があります。アイデア創出のための道具があります。
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アイデア創出の３要素

•魚の骨、部品表、工程図、ロジックツリー

構造化（課題解決の切り口の整理）

組み合わせ・変換（新たな発想のきっかけ）

•技術分類の活用/組み合わせ、TRIZなどの発想法

•既存技術、異分野知識（特許情報の活用）

引出し（ネタの供給）

アイデア創出は、この３つの掛け算である。アイデア創出は、この３つの掛け算である。 13

「異分野」にアイデアを求め、「結合」する

•• 異分野知識異分野知識の活用の活用

異分野で同じ概念（課題）を扱っているものは異分野で同じ概念（課題）を扱っているものは
ないか？それらが新たなないか？それらが新たな解決策のヒント解決策のヒントにならになら
ないか？ないか？ないか？ないか？

•• 特許データベース特許データベースを活用する。を活用する。
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発明の中には・・・

全く新しいアイデア

異分野技術で解決

0.4%以下

4%弱

アルトシューラーによる
（1973）

同一業界の技術で解決

自社技術で解決

19%

77%

「全く新しいアイデア」は、実はほとんど存在しない。
異分野技術の活用でも十分に優位性がある。 15

GoogleGoogleと「人工知能」と「人工知能」

「「WebWeb上の“上の“知知”を網羅的に整理することで、ス”を網羅的に整理することで、ス

マートではないが、着実に“マートではないが、着実に“人工知能人工知能”に近づい”に近づい
ている」ている」

梅田望夫（起業家）梅田望夫（起業家）－梅田望夫（起業家）－梅田望夫（起業家）
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特許特許DBDBと「と「知知」の創造」の創造

「特許として整理されている、過去の“知”を分「特許として整理されている、過去の“知”を分
析・再利用することで、新しい“知”が創造される」析・再利用することで、新しい“知”が創造される」

と考えられませんでしょうか？と考えられませんでしょうか？
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特許情報と「課題」分析特許情報と「課題」分析

特許に記載されている特許に記載されている
「課題「課題」は「離型」」は「離型」
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ナノインプリントナノインプリント以外の「以外の「離型離型」技術」技術

「トナー」「トナー」やや「粘着テープ」「粘着テープ」にもヒントがある。にもヒントがある。 19

「新」解決法の「創造」に向けて「新」解決法の「創造」に向けて

「粘着テープの技術を応用」「粘着テープの技術を応用」

熱や放射線で剥離性を熱や放射線で剥離性を
示す示す樹脂？樹脂？

他技術の「解決」が他技術の「解決」が
ヒントになる！ヒントになる！
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ご静聴ありがとうございました。
ご質問等ございましたら、お気軽にご連絡ください。

TechnoProducerTechnoProducer株式会社株式会社
取締役取締役 楠浦楠浦 崇央崇央

Tel:080Tel:080--70287028--57055705（（直通）直通）
メール：メール：tt--kusuura@technokusuura@techno--producer.comproducer.com
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